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が
、
車
輪
の
両
輪
と
な
り
、
常
に
各
学
部
と

の
連
携
や
産
業
界
と
の
情
勢
を
は
か
り
な
が

ら
、
低
学
年
か
ら
、
卒
業
後
ま
で
、
学
生
個

人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
応
じ
た
就
労
支
援

を
進
め
て
き
た
。
学
生
も「
自
ら
学
び
、
自

ら
仕
掛
け
、
行
動
す
る
」こ
と
で
、
卒
業
後

の
自
分
の
進
路
を
意
識
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

４　

キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
次
に
紹
介
す
る
６
本
の「
柱
」

を
軸
に
各
学
部
と
連
携
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

①�　

キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
学
部
・

学
年
を
問
わ
ず
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識

の
向
上
と
就
職
活
動
に
対
す
る
情
報
共

有
、
公
務
員
対
策
等
を
目
的
と
し
、
今
年

度
は
、
26
本
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

②�　

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相

談
活
動
：
本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
相
談
と
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
。
卒
業
後
の
個
別
進
路
相
談
を
は
じ

め
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
。

③�　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
：
大
学
と
企
業
・

官
公
庁
等
と
の
連
携
の
下
、
学
生
の
就

労
意
識
の
向
上
や
業
界
・
企
業
へ
の
理
解

を
目
的
と
し
た
就
労
体
験
を
実
施
し
て
い

る
。
参
加
後
、
学
部
に
て
単
位
化
。

④�　

シ
ゴ
ト
研
究
セ
ミ
ナ
ー
・
企
業
説
明

会
：
各
業
界
・
企
業
の
採
用
担
当
者
と
、

学
生
と
の
接
点
か
ら
、
実
際
の
仕
事
や

業
界
・
企
業
へ
の
相
互
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
場
と
し
て
積
極

的
に
実
施
し
て
い
る
。
特
に
、
シ
ゴ
ト
研

究
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
働
く
こ
と
」と「
業

界
研
究
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
全
学
年

を
対
象
に
、３
月
以
降
の
企
業
説
明
会
は
、

就
職
活
動
対
象
学
年
が
対
象
。

⑤�　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
：
卒
業
生

が
後
輩
の
在
学
生
の
た
め
に
、
情
報
交
換

や
就
職
助
言
を
実
施
す
る
サ
ポ
ー
ト
制
度

で
、現
在
７
５
０
名
が
登
録
。
毎
年
、キ
ャ

リ
ア
支
援
の
企
画
事
業
に
招
聘
し
、
後
輩

在
学
生
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

⑥�　

保
護
者
対
象
キ
ャ
リ
ア
懇
談
会
：
学
部

２
・
３
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
情

報
交
換
会
を
５
年
前
か
ら
実
施
。
採
用
責

任
者
や
内
定
学
生
の
講
演
や
情
報
交
換
か

ら
、
就
職
活
動
の
正
し
い
理
解
と
、
わ
が

子
の
就
職
活
動
へ
の
適
切
な
助
言
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
。

５　

ま
と
め

な
お
、
前
述
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
業
と
は

別
に
、
５
年
前
か
ら
、
就
職
内
定
者
に
よ
る

「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
フ
ェ
」を
オ
ー
プ
ン
し
、
就

職
活
動
を
終
え
、
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
先
輩

た
ち
が
、
後
輩
の
た
め
に
、
就
職
活
動
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
、

就
職
活
動
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
反
省
を
伝
え

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
学
の
教
職
員
と
キ
ャ

リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
は
じ
め
、
内
定
学

生
、卒
業
生
、社
会
人
、保
護
者
等
が
、連
携
・

協
力
し
合
う
こ
と
で
、
学
生
に「
シ
ゴ
ト
で

幸
せ
を
掴
む
」た
め
の
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
の
が
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
特
徴
と
い
え
る
。

１　

沿
革

本
学
は
１
９
４
９
年
５
月
に
大
分
の
地
に

開
学
し
、
教
育
福
祉
科
学
、
経
済
学
、
医

学
、
工
学
の
４
学
部
と
、
教
育
学
、
経
済

学
、
医
学
系
、
工
学
、
福
祉
社
会
科
学
の
五

つ
の
大
学
院
研
究
科
か
ら
な
る
、
学
生
数
約

５
７
０
０
名
の
国
立
大
学
で
あ
る
。
入
学
者

の
出
身
地
で
は
、
大
分
県
内
が
４
割
、
大
分

を
除
く
九
州
圏
内
が
４
割
、
中
国
・
四
国
で

１
割
を
占
め
、
九
州
・
中
国
・
四
国
地
区
出
身

の
学
生
が
集
う
地
方
大
学
で
あ
る
。

２　
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
課
」か
ら

　
「
学
生・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
」へ

本
学
の
就
職
支
援
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
平
成
18
年
４
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
学
生

支
援
課
就
職
支
援
室
か
ら「
キ
ャ
リ
ア
開
発

課
」へ
と
、
発
展
的
組
織
変
更
を
果
た
し
、

翌
年
５
月
に
は
、
卒
業
生
の
就
職
相
談
や
進

路
相
談
を
目
的
と
し
た「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
室
」

を
課
内
に
開
設
。
平
成
25
年
４
月
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
学
生
支
援
課
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
課

を“
合
併
”、「
学
生
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
」と

な
り
、
入
学
か
ら
卒
業
後
ま
で
、
大
学
生
活

全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
へ
と
、
変
貌
を

遂
げ
て
き
て
い
る
。

３　

学
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と

　

キ
ャ
リ
ア
形
成

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
近

年
、
入
学
後
の
早
い
段
階
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア

意
識
の
啓
発
や
醸
成
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
、

正
課
内
で
の「
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
」と
、

正
課
外
で
の「
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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シゴトで“幸せ”を掴もう！
－幅広いキャリア・サポートで
満足度の高い就職活動を支援－

大分大学

キャリア・カフェでのワークショップ


